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その特徴を確認することであった。被験者は某大学体育会野球部員 37 名であり，測定は 2018 年 2 月（以下，シーズン前）および
9 月（以下，シーズン後）に 1 回ずつ行った。その結果，明らかになったことを以下に示す。
　1） 投球側肩と非投球側肩のそれぞれに肩関節外転外旋動作となる FVDM（上）および肩関節伸展内旋動作となる FVDM（下）
を行った結果，投球側肩の関節可動域は非投球肩側よりも有意に低いという特徴が認められた。
　2） シーズン後の FVDM 値はシーズン前と比較して，肩関節外転外旋動作および伸展内旋動作ともに関節可動域が有意に狭い
という特徴が認められた。同様な傾向はポジション別においても認められた。



















































　測定は 2018 年 2 月（以下，シーズン前）および 9 月（以下，
シーズン後）に 1 回ずつ行われた。被験者は 51 名であった
が，本研究に必要な測定値が欠損していた 14 名を除外し，37
名（身長 178.6 ± 4.9㎝，体重 79.0 ± 7.1㎏，体脂肪率 13.8 ±
4.7％）を対象にした（表 1，表 2）。なお，2 月の測定時に肩や
肘関節のスポーツ傷害を有していた者は本研究の対象にしな
かった。
　測定結果の分析においては，2 月の測定後から 9 月までの
トレーニング期および試合期に肩関節およびその周囲にス





ポジション 人数 身長〔㎝〕 体重〔㎏〕 体脂肪率〔％〕 
投 手 群 9 178.6 ± 4.4 76.8 ± 6.9 15.4 ± 3.4 
捕 手 群 5 176.8 ± 4.8 81.7 ± 7.1 13.0 ± 10.0 
内野手群 14 177.4 ± 5.7 78.3 ± 8.7 14.6 ± 4.1 
外野手群 9 181.6 ± 3.6 80.9 ± 4.1 11.7 ± 2.2 
全 37 178.6 ± 5.0 79.0 ± 7.1 13.9 ± 4.8 
平均値±標準偏差 
         
 
表 1．被験者の特徴
  左利き 右利き 全 
投 手 群 4 5 9 
捕 手 群 0 5 5 
内野手群 0 14 14 
外野手群 1 8 9 











際の第 7 頚椎棘突起から母指までの距離（㎝）を FVDM（下）




　得られた測定値のすべての統計処理は IBM SPSS Statics 
19.0 for Windows を用いた。ポジション別のシーズン前と
シーズン後の FVDM 値を比較する際は対応のある t 検定を用
いた。ポジション別の投球側肩と非投球側肩，および肩傷害






図 2 に示した。FVDM（上）ではシーズン前の投球側肩 6.8 ±
2.2㎝は非投球側肩 8.2 ± 2.7㎝より小さく，シーズン後の投球
側肩 5.7 ± 2.0㎝も非投球側肩 7.4 ± 2.1㎝より小さい値を示し
た。FVDM（下）では投球側肩 21.0 ± 5.8㎝は非投球側肩 14.3
± 4.7㎝より大きく，シーズン後の投球側肩 21.2 ± 5.3㎝も非
投球側肩 13.1 ± 3.7㎝より大きい値を示した。これらの変化に
はいずれも有意差が認められた。












た。 し か し， 投 手 群 と 内 野 手 群 の 投 球 側 肩， 非 投 球 側
肩の値はともにシーズン後に有意に減少し，その他のポ
ジションでもシーズン後に減少する傾向がみられた。し
か し， 外 野 手 群 の 非 投 球 側 肩 に は 変 化 が み ら れ な か っ





を発症したのは投手群 2 名，捕手群 1 名，内野手群 5 名の計
8 名であり，外野手群では 0 名であった。肩関節傷害を発症













































いても非投球側肩よりも関節可動域が狭いことがわかった。⫢ഭᐐ⩄ 㟸⫢ഭᐐ⩄ ධᢖᡥ⩄ 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表 4．ポジション別のスポーツ傷害発生数（人）
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表 5．肩傷害群（n=8）と非傷害群（n=29）別の FVDMの比較
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